
令和７年度の学校自己評価アンケートの集計結果(報告) 
 

本校の教育活動について、皆様からのご意見を伺い、今後の教育活動に生かすことを目的として、

今年度も学校自己評価アンケートを実施しました。多くの保護者の皆様にご協力をいただき、大変あ

りがとうございました。概要を報告いたします。集計結果はグラフにして、学校ホームページに掲載

しておりますのでご確認ください。 

 

アンケート実施期間 

令和７年９月２６日～１０月１７日 
保護者：148名、回収率：89.0％ 

 

・全体の概要 

アンケートは、各項目とも５段階（Ａ：よく達成できている  Ｂ：概ね達成できている     

Ｃ：どちらともいえない  Ｄ：あまり達成できていない  Ｅ：全く達成できていない）で評価い

ただきました。考察にあたっては、「Ａ：よくできている」「Ｂ：概ねできている」の合計をプラスの

評価として取り扱いました。 

 

アンケート結果につきましては、プラス評価が 21項目中 20項目で 80％を、うち 12項目では 90％

を上回りました。  

【Ａ＋Ｂの評価が 90％以上の項目】 

⑥個人情報の管理徹底（98.6%) 

⑤校内の清掃及び整理整頓（94.6%） 

⑧個別の教育支援計画と、個別の指導計画の策定（94.6%） 

③児童生徒に適切な教材、教具の設置と管理（93.2%） 

①学校、学部、学級での目標の共有（91.2％） 

②適切な教育課程（90.5%） 

 

→今後も引き続き、高い評価を目指して取り組んでいく。 

 

改善を要すると考えられる項目（評価の「Ａ」＋「Ｂ」の評価が 80％以下のもの）については、下

記のとおりです。 

【Ａ＋Ｂの評価が 80％以下の項目】 

⑭学部間や学年間での指導状況の引継ぎ（66.9%) 

⑯地域資源の活用（73.6%） 

⑮進路に関する指導と情報提供（77.0%） 

⑲医療や福祉等の関係機関との積極的な連携（79.1%） 

 

→教職員一人ひとりが自立活動の視点を持ち、丁寧に児童生徒の実態把握を行い、個別の指導   

計画を保護者と共有しながら、日々の学習活動を進めてまいります。 

 →これらの内容につきましては、担当係で、課題整理と今後の方向性について検討いたしまし

た。 

 

・上記の集計結果と教職員評価を合わせ、来年度に向けて、以下のことを大切に考えながら、日々の

教育活動の取組みを続けてまいります。 

   

  １ 学年間、学部間、卒業後を見据えた一貫した支援の充実 

２ 教育活動の目的や育てたい力を明確にするとともに、分かりやすく発信を工夫する。 


